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� はじめに

現在の自然を保全する目的に至った経過をみる

と� 初期の頃の自然環境に対する保全に関する条
約の目的は� �人間社会�とした狭い価値意識や短
い評価時間に基づいて締結していた� 具体的な内
容となると� 水産業や林業等の特定の産業�経済
について保護をするための検疫制度� 鳥類� その
中でも渡り鳥を含む移動性動物の狩猟の管理など

が� その主な対象分野であった�
1875年�オ	ストリア� ハンガリ	� イタリア
との間で農業上において有益な鳥類の保護に関す

る合意が成立した� それは� 1902年の農業上に

おいて有益な鳥類の保護に関する条約� その後�
この条約は 1950年の 
国際鳥類保護条約� へと
発展した� 他方� ヨ	ロッパ諸国は� アフリカの
植民地を多く抱えていたため深い関わり合いがあ

り� 1900年にはアフリカの野生動植物の種の保

存に関する条約が作られた� その後� 1933年に

は 
自然状態における動植物保護に関する条約��
1940年には 
西半球自然�野生生物保護条約��
1946年には 
国際捕鯨取締条約� へと順次発展
した�
これら締結された条約の内容には� 特定の野生
動植物の種に対する直接的な保護規定に加えて�

必要な保護の程度によるグル	プ分けに基づき�
それぞれに属す種の輸出許可又は取引規制に関す

る規定も含まれていた� 1960年代以降� 先進諸
国において工業化�産業の成長が急速に進展し�
その反面� 自然環境の喪失が進み� 先進諸国の人
口集積地の都市住民の自然への願望が高まった�
このような自然への願望や個人所得の増大は� 珍
しい野生動植物の入手意欲も増大させた� このた
め� 自然の保全および野生生物の保護が必要とさ
れるようになった� そのため 1971年 
ラムサ	
ル条約�1�� 1972年 
世界遺産条約�2�� 1973年
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1� 
特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する
条約 
Convention on Wetlands of International Impor-

tance Especially as Waterfowl Habitat���
人間とその環境とが相互に依存していることを認識し�

水の循環を調整するものとしての湿地及び湿地特有の動

植物特に水鳥の生息地としての湿地の基本的な生態学的

機能を考慮し� 湿地が経済上� 文化上� 科学上及びレク
リエ	ション上大きな価値を有する資源であること及び
湿地を喪失することが取り返しのつかないことであるこ

とを確信し� 湿地の進行性の侵食及び湿地の喪失を現在
及び将来とも阻止することを希望し� 水鳥が季節的移動
に当たって国境を越えることがあることから� 国際的な
資源として考慮されるべきものであることを認識し� 湿
地及びその動植物の保全が将来に対する見通しを有する

国内政策と� 調整の図られた国際的行動とを結びつける
ことにより確保されたものであることを確信して協定し

た�
地球環境法研究会 
地球環境条約集 第 3版� 中央法

規出版株式会社� 1999年� 157�159ペ	ジ .

2� 1972年に 
世界の文化遺産および自然遺産の保護に関
する条約 
Convention for the Protection of the

World Cultural and Natural Heritage�� は� パリのユ
ネスコ第 17回総会において採択された� 1975年に発効
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�ワシントン条約�3�� 1979年 �ボン条約�4�� 1983

年 �国際熱帯木材協定�5� などの条約が次�に採
択された� その後� 地球共同体に生息する生態系
に関する認識の向上に伴って� 1992年 �生物多
様性条約�6�� 1994年 �砂漠化対処条約�7� などが

採択されるとともに� 既存の条約の運用に当たっ
ても� 地球生態系及び生物多様性の観点が組み込
まれてきた�
従って�自然に関する条約の対象は� �個別種か
らその種を含む生態系へ�� �稀少種から生物多様

性� へと拡大され� また地理的範囲及び時間的枠
組みもより拡大され� 自然環境に対する目的も�
保護から保全そして持続可能な利用へと広げられ

た�

� 世界自然遺産 白神山地

�1� 世界遺産
1998年 11月 30日から 12月 5日まで� ユネ

スコの第 22回世界遺産委員会京都会議が日本で

初めて開催された� この京都会議においては世界
遺産リストへの掲載� 遺産保護のための国際協
力� 世界遺産基金の運用方法などについての議論
が交わされ� この後� 新たに 30件が世界遺産登

録リストに追加された� 文化遺産として� わが国
からは古都奈良の文化財が新たに登録された�
1999年 12月にモロッコで開催された第 23回世

界遺産委員会では� 新たに 48件が世界遺産登録

リストに追加され� 文化遺産として� わが国から
は日光の社寺が登録された�
今日� 世界遺産に対する関心が高まるなか� ま
た日本で世界遺産委員会が開催されたこともあ

り� 国内の世界遺産はいずれも景観の優れた自
然	文化資産であることから� 観光振興や地域開
発	活性化に対する期待も高まっている� だが�
過剰な地域	観光開発は� 逆に世界遺産の自然環
境としての資産としての価値を損失してしまう点

もある� 世界遺産の資産価値を損失することな
く� いかにして後世に伝えていくのか� 今� 世界
遺産の 
保護と利用�のあり方が議論されている�
�世界遺産条約�の歴史的背景には�第一次およ
び第二次世界大戦により世界的に重要な文化財や

遺跡が破壊されたことにあった� そこで� 1956

年� 戦争などの武力紛争から文化財を保護するこ
とを目的に �武力紛争の際の文化財保護のための
条約� が発効し� 将来への文化的遺産の保存が世
界の人�にとって価値を与えるものとして重要性
を認めた�
その後� 1960年代に入ってからは� 戦争によ

る破壊だけではなく� 経済成長	発展へ向けた開

した� この条約における自然遺産とは地球的に見て重要
な価値を有する地域であり� またこの条約は� 保護をは
かるべき遺産を抽出する� 締約国の拠出金からなる世界
遺産基金によって世界各国が行う保護対策を援助するも

のである� 自然遺産の候補地域は� 締約国からノミネ�
トされた後に� 世界遺産委員会において世界遺産として
の質の高さを審査されて指定を受ける� �世界遺産条約�
第 2条に自然遺産について次の規定がもうけられている�

無生物又は生物の生物又は生成物群からなる特徴のあ

る自然の地域であって� 観賞上又は学術上顕著な普遍的
価値を有するもの�
地質学的又は地形学的形成物及び脅威にさらされてい

る動物又は植物の種の生息地又は自生地として区域が明

確に定められている地域であって� 学術上又は保存上顕
著な普遍的価値を有するもの�
自然の風景地及び区域が明確に定められている自然の

地域であって� 学術上� 保存上又は景観上顕著な普遍的
価値を有するもの��

2001年 12月現在では 167カ国がこの条約を批准して

いる�
地球環境法研究会 �地球環境条約集 第 3版� 中央法

規出版株式会社� 160ペ�ジ� 1999年 .

3� �絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引に関す
る条約 
Convention on International Trade in Endan-

gered Species of Wild Fauna and Flora���
4� �移動性野生動物種の保全に関する条約 
Convention

on the Conservation of Migratory Species of Wild

Animals���
5� �国際熱帯木材協定 
International Tropical Timber

Agreement���
6� �生物の多様性に関する条約 
Convention on Biologi-

cal Diversity���
7� �深刻な干ばつまたは砂漠化に直面する国において砂漠
化に対処するための国際連合条約 
UN Convention to

Combat Desertification in those Countries Experienc-

ing Serious Drought and/ or Desertification, particu-

larly in Africa���
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発による文化財の破壊が深刻化した� 特に� 開発
途上国においては� 経済成長は貧困からの脱却を
目的としたため� 文化財の保護政策よりも開発政
策を優先せざるをえなかった� これにより� 開発
途上国が文化財を保護していくためには� 国際的
な支援が必要となった� そこで� 1970年の第 16

回ユネスコ総会後� �普遍的価値を有する記念工
作物� 建造物および遺跡の国際的保護に関する条
約案� が準備された� このように� �世界遺産条
約� の対象は� 最初は文化財や遺跡の将来への価
値の保存を目的とする保護政策であった�
一方� 1960年代には世界各国で工業化�産業

発展からの環境問題が深刻化した� そこで国連は
1972年に �かけがえのない地球� を守るために
�人間環境宣言 �ストックホルム宣言	� を採択し
た� ここで� 自然環境についても� 文化財と同様
に世界的な遺産の価値を認め� 国際的に協力して
保護を支援する必要性があると認識が広がった�
こうした中で� 国際自然保護連合 �IUCN : Inter-

national Union for Conservation of Nature and

Natural Resources	 は自然環境を対象とする

�世界遺産の保護に関する条約案� を独自に作成
したため� 文化財と自然環境とで別
の �世界遺
産条約� 案が提出されることになった�
これに対して� ユネスコはこれらの 2つの条約

案を統合し� 文化遺産と自然遺産の両者を対象と
する条約案を作成した� これが現在の �世界遺産
条約� である� �世界遺産条約� の特徴は� それま
で別
のものと考えられていた文化と自然環境を
相互に補完の関係にあると位置づけ� 特定地域の
人
だけではなく人類共通の遺産として保護する
事を目的としている点にある� �世界遺産条約�は
1972年の第 17回ユネスコ総会で正式に採択さ

れ� 2001年 12月現在では 167カ国が批准して

いる� �世界遺産条約�では文化遺産と自然遺産を
定義している� ただし� この世界遺産の定義は非
常に広範囲であり� この定義に当てはまるものが
全て世界遺産リストに登録されるわけではない�
世界遺産リストに登録されるためには� 手順が必

要となる�
世界遺産について考えるうえで� �世界遺産条

約� には注目すべき特徴が 2つある� 1つは� �世
界遺産条約� では国家主権が前提とされているこ
とである� 締約国は� 自国内の文化遺産�自然遺
産を保護するために� 可能な範囲内で� かつ� 自
国にとって適当な場合には� 以下の事項を実施す
ることが義務づけられている �第 5条	�
�1	 保護計画を組み込むための総合的な政策をと
る�

�2	 文化遺産�自然遺産を保護するための機関が
ない場合はこれを設置する�

�3	 学術的�技術的研究を発展させる�
�4	 文化遺産�自然遺産を保護したり整備するた
めに必要な法律を整備したり� 財政的な措置
を講ずる�

�5	 研修センタ�を設置して� 文化遺産�自然遺
産の保護�整備に関する調査を奨励する�

このように� �世界遺産条約� は� 加盟国に対し
て自国内の文化遺産�自然遺産を保護するための
措置を講ずるように義務づけている� ただし �可
能な範囲内で� かつ� 自国にとって適当な場合に
は� という条件が課されているため� 加盟国が保
護策を講じる必要がないと判断した場合には� 必
ずしも保護は実施されないと言う問題点がある�
この背景には� 国際条約では国家主権が大原則と
なっており� 自国内の財産に対しては� その国が
全ての権利と義務を有するという考えが支配的に

なっていることがある� 例えば� �世界遺産条約�
第 6条では� �遺産が領域内に存在する国の主権
は� これを十分尊重するものとし� また� 国内法
令に定める財産権は� これを害するものではな
い� とされており� 国家主権を尊重すべきとされ
ている� このため� �世界遺産条約� では� 世界遺
産を� 特定の国の人
だけではなく人類共通の遺
産として位置づけているものの� 特定の国の世界
遺産に対して他国が保護を要求することは困難で

ある� あくまでも� 世界遺産を有する当該国がそ
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の国の責任に基づいて保護することが前提とされ

ているのである�
�世界遺産条約� のもう 1つの特徴は� 世界遺

産を保護するだけではなく利用し活用することが

重視されている点である� 例えば自然研修セン
タ�を整備するなど� 世界遺産を利用して貰うこ
とで� 世界遺産としての価値を多くの人に認識し
てもらい� 世界遺産の価値を後世の人�に伝える
ことが重視されている� この背景には �世界遺産
条約� の出発点は文化財の保護だったことが関係
している� 文化遺産の場合� 多くの人�が文化遺
産を訪れることによって� 人�に文化遺産として
の価値を理解して貰う効果はきわめて重要であ

る�
例えば� わが国では原爆ド�ムが文化遺産に指
定されているが� 原爆ド�ムを訪れることで� 訪
問者は原爆の危険性と世界平和の重要性に対する

認識を深めるという効果もある� もし� 原爆ド�
ムを完全に保護し� 誰も利用できなくしてしまっ
たならば� 逆に原爆ド�ムの文化遺産としての価
値は今ほど発揮されなくなってしまう�
しかし� 自然遺産の場合は� 過剰に利用される
と生態系が影響を受けるなどのマイナスの効果が

生じかねない� 後に述べるように� わが国の自然
遺産である屋久島や白神山地においても� 過剰利
用による環境への影響が大きな論点となってお

り� 自然遺産を保護すべきか� それとも利用を促
進すべきかについては� さまざまな意見が見られ
る�
現在� 世界遺産リストに登録されている世界遺
産は� 文化遺産が 7割以上を占めており� 自然遺
産はわずかに 2割にすぎない� 自然遺産について
は� 保護や管理のあり方に関してまだ完全なシス
テムが確立されているわけではなく� 現在も各国
ごとにこの点について検討の段階にあるといえ

る�

�2� 白神山地
白神山地は� 氷河期以降の新しいブナ林の東ア

ジアにおける代表的な森林として� また世界的に
も特異な動植物の多様性を有する森林として優れ

た原生的な状態で残存していることが高く評価さ

れている� この豊かな森林は� 古くから地域住民
に水� 食料� 燃料� 木材� 鉱山の抗材などの恵み
を与えてきた� 白神山地の国有林は� 山腹から山
頂付近まで標高 100mから 1�200m余に及びブ

ナを中心とする冷温帯落葉広葉樹林が分布し� 国
内はもとより世界的に見ても極めて貴重な秋田県

と青森県 �図 1� にまたがる約 65�000haの森林

地帯である� 雄大な山岳景観とともに� この地帯
に生息する野生動植物は種類	個体数ともに豊富
である� 日本最大のブナ林があり� 特別天然記念
物のニホンカモシカをはじめ多様な動植物が生息

している� 1993年 12月 11日に� その地域の中
心部分の約 17�000haが世界自然遺産に登録され

た� この登録に至るまでの経過は次の通りであ
る�

図 1 白神山地付近の略図

出典 
 �水と森が地球を守る� 280�281ペ�ジより作成�
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1975年に現在の白神山地を横断する青秋林道

建設計画ができ� 1985年になり開設をめぐる論

争が起こった �表 1�� 東北森林管理局青森分局で
は� 1990年� この国有林の自然環境の維持� 野生
動植物の保護� 遺伝資源の保存� 学術研究に有用
に利用していくことを目的に �森林生態系保護地
域8�� に指定し� 将来的に継承していく保護政策
とした� その後� この国有林は環境庁により �自

然環境保全地域� に指定され� さらに 1993年に

�世界遺産条約� に登録された�
この登録された白神山地森林生態系保護地域の

区域では� 青森営林局管内と秋田営林局とをあわ
せて 16�971 ha �秋田県	 4�344 ha青森県	
12�627 ha�の面積を有している �関係市町村は青
森県
 西津軽郡鰺ヶ沢町� 深浦町� 岩崎町� 中津
軽郡西目町 秋田県
山本郡藤里町��この森林生
態系保護地域内は� 利用の対象とはしないで厳正
に森林生態系の保存を図る �保存地区 �10�139

ha�� と緩衝地帯として森林生態系に配慮した利
用を図る� 例えば自然観察の教育� 森林レクリ
エ�ションなどに利用される �保全利用地区
�6�832ha�� とに区分されている �表 2��

�3� 保全政策
世界自然遺産の白神山地をめぐって �保護を進
める� と �利用を進める� の対立が生じている�
この登録されている白神山地への入山に対して�
�保護� することを最優先として� 1990年には秋

田営林局で� 1994年青森営林局が入林禁止を打

ち出した�秋田県側住民は �自然資産を保護する�
立場から� 営林局の入林禁止に同意する意見を打
ち出した� これに対して� 青森県側住民は �自然

8� 林野庁が全国各地に設定している保護林の一種� 保護
林制度は� 1931年に制定された国立公園制度よりも古

く� 1915年� 学術の研究� 貴重な動植物の保護� 風致の
維持などのため国有林独自の制度として設けられた�
1989年の �保護林の再編�拡充� により� 森林生態系の
維持と遺伝資源の保存などの目的が加えられたことによ

り� 保護林は森林生態系保護地域� 森林生物遺伝資源保
存林� 林木遺伝資源保存林� 植物群落保護林� 特定動物
生息地保護林� 特定地理等保護林および郷土の森の 7種

類に区分されている� 東北森林管理局が設定した保護林
は� 1998年 4月現在 57箇所� 33�127 haに達している�
このうち森林生態系保護地域は� 5箇所 28�567 ha� 森林
生態系保護地域は� わが国の主要な森林帯を代表する原
生的な天然林やその地域でしか見られない希少で原生的

な天然林を保護することを目的として設けられるもので�
保護の中心となる �保存地区� とこれを取り巻き外部か
らの影響を受けないよう緩衝の役目を持つ �保全利用地
区� に線引きされ� 保存地区は� 人手を加えずに自然の
推移にゆだねることから� 学術研究などの場合を除き�
原則として立ち入りが禁止されている�

表 1 白神山地が世界遺産登録までの経過

年 月 日 内 容

昭和 57 �1982� 年 林業振興と産業�観光道路として白神山地を通過する青秋林道の着工開始�
他方� �自然環境の保護�保全を優先したい��
�白神山地は世界的貴重な生態系を保有している地域であるという関心が高まる��

昭和 63 �1988� 年 青秋林道の建設中止�
平成 2 �1990� 年 3月 29日 林野庁が白神山地に森林生態系保護地域を設定�
平成 4 �1992� 年 6月 18-19日 衆参両院において �世界遺産条約� を承認�
平成 4 �1992� 年 6月 26日 �世界遺産条約� の批准を閣議決定�
平成 4 �1992� 年 7月 10日 環境庁が白神山地を自然環境保全地域に指定�
平成 4 �1992� 年 10月 1日 政府は� 白上山地 �10�139 ha� を世界遺産の自然遺産の候補地としてユネスコに推薦�
平成 5 �1993� 年 5月 11-14日 国際自然保護連合の J.W.ト�セル氏� L.F.モ�リ�氏が現地調査�
平成 5 �1993� 年 9月 30日 政府は� 世界自然遺産への推薦面積を 16�971 haに拡大�
平成 5 �1993� 年 12月 9日 第 17回世界遺産委員会 �コロンビア� において� 白神山地が屋久島とともに� 日

本で始めて世界遺産に登録された�

出典 
 http:// www.aomori.isp.ntt- east.co.jp.
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環境と身近に接することで自然を守る� ので入林
を禁止すべきではない� という意見が提出され
た� この両極端の 2意見の対立から� �自然を環
境資産として価値を評価するなら� 環境資産を利
用して得られる価値�利用価値とする� �環境資
産を未利用であっても得ることができる価値�非
利用価値と考えることもできる� このどちらに重
点を置いて� 白神山地の保全政策の方針を計画す
るのか� 岐路に立っている論点である�

近年の秋田県側の入り込み客数 �来訪者� は
�図 2� は� 行祭事� 観光産業�自然�歴史現地調
査等に参加した全ての人数である� 白神山地の来
訪者の主なル�トは� 暗門の滝� 奥赤石川� 天狗
岳� 一つ森� 白神岳�十二湖� 白神岳�黒崎� 真
瀬岳� 二つ森� 小岳である� これに関連する施設
は� 14カ所 �白神山地ビジタ�センタ�� 白神山
地世界遺産センタ�西目屋館� アクアグリ�ンビ
レッジ ANMON� ブナの里白神館� くろもり館�

表 2 白神山地登録面積
�単位 	 ha�

白神山地

秋田県 青森県 合計

世界自然遺産登録地区 4�344 12�627 16�971

自然環境 特別地区 2�466 7�378 9�844

保全地域 普通地区 1�870 2�329 4�199

森林生態系 保存地区 2�466 7�673 0�139

保護地域 保全利用地区 1�878 4�954 6�832

出典 	秋田県藤里町企画振興課より�

図 2 秋田県側からの白神山地への入り込み客数の推移 �1997
2000年�

出典 	秋田県藤里町企画振興課より�
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ハロ�白神� 十二湖エコ�ミュ�ジアムセン
タ�� 白神岳避難小屋� サンタランド白神� 十二
湖リフレッシュ村� ぶなっこランド� 白神山地世
界遺産センタ�藤里館� ふるさと自然公園セン
タ�� ホテルゆとりあ藤里� あり� この来訪者の
中では� 青森県側は暗門の滝入り口� 高倉森入り
口� 奥赤石展望所� ブナ遺伝資源保存林入り口�
天狗岳� 白神展望所� 白神岳十二湖登山口� 白神
岳黒崎登山口の 9カ所と� 秋田県側は� 二つ森登
山口� 小岳登山口� 岳岱自然観察教育林の 3カ所

となっている� 主要な来訪箇所の来訪者に見られ
る特徴として� 暗門の滝入り口は� 青森県居住者
が来訪者の過半数近くを占め� 夏季には関東地方
居住者が多くを占めた� また� 白神岳黒崎登山口
については� 夏季と秋季に関東居住者が多く� 春
季には青森県� 秋田県居住者が約過半数を占め
た�
このように青森県側住民にとって白神山地のブ

ナ林の価値とは� 薪炭生産や山菜採取などブナ林
を利用することで得られるものであって� ブナ林
の利用は山村文化 �山村文明� の基盤として現在
に至り長年認識されている�
一方の秋田県側住民の主張は� 白神山地の利用
価値に加えて非利用価値にも重視したものといえ

る� 秋田県側も� 1950年代は青森県側と同様な

入会利用が行われていたが� 高度経済成長期に全
国的な造林拡大政策が実施されたことを背景に�
薪炭生産などの入会利用が行われていた共有林野

で分収造林が実施され� ブナ林が伐採されスギが
植林されていった� 入会利用が少なくなることに
よって� 秋田県側の山村住民にとって白神山地の
ブナ林は生活に密着したものという認識が薄れて

いった� 一方で� 水源地域でブナ林の伐採が進ん
だことにより� 下流の河川の流量が減少し� 農業
用水の確保が困難になってきたことから� 上流地
域のブナ林の保護に対する関心が高まった� さら
に� 今日では伐採により大半のブナ林が失われて
しまったため� 残された数の少ないブナ林を保護
すべきだという主張も見られるようになった�

つまり� 秋田県側ではブナ林の伐採という形で
白神山地の利用が進んだため� 利用の増加は白神
山地の自然破壊につながり� 利用を規制しなけれ
ばブナ林を守ることはできないという認識が定着

した� また� 入会的な利用が少なくなっていたこ
とから� 白神山地で入山規制が実施されても� 秋
田県側の山村生活にはそれほど影響は生じなかっ

た�
このように� 秋田県側住民にとって� 白神山地
のブナ林の価値とは� 伐採によって稀少となって
しまったブナ林を守ることで得られるものであっ

て� ブナ林の利用は白神山地の生態系を守るため
には規制されるべきものとして認識されていたの

である�
以上のことから 2側面のアプロ�チが歴史的

に継続され� 白神山地のブナ林には� 薪炭生産や
山菜採取などのように利用されることで得られる

価値 �利用価値� と� 生態系などのように利用さ
れなくても得られる価値 �非利用価値� の両方の
価値があるため� どちらを重視すべきかで意見の
相違が生じ� それが深刻な対立を引き起こしてし
まったのである�
青森県側と秋田県側の来訪者数を見てもわかる

とおり白神山地では中核地域の入山規制をめぐっ

て深刻な対立が生じた� 白神山地の中核地域を保
護することを目的に生態系モニタリングの結果が

報告された� 東北森林管理局によると� 核心地
域に当たる青森県鰺ヶ沢町赤石川源流� 秋田県藤
里町粕毛川源流の 2地点に各 2haの固定調査区

を設定し� この区域には� ブナ� ホオノキ� イタ
ヤカエデ等区域内の樹木を調査した �表 3�� この
表から� 世界遺産地域の 16�971haには� ブナ林
が約 226�000�340�000本現存すると予測され

る� また� 倒木をみると� 青森県鰺ヶ沢町赤石川
源流地域では� 1年間にブナ林などを含め 8本発

生している� これは� 当地域の総樹木本数の
0�82�に相当する� この倒木率の発生から予測す
ると� 白神山地森林全体は� 約 122年前後で 1サ

イクルの森林の世代交代が起こっていることとな
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� さいごに

白神山地は� 面積的にも広大な広がりを持った
ブナ林では世界的にも貴重な存在であり� また�
多くの種類の動植物が生息していることから世界

自然遺産地域に指定された� 他方では� 世界遺産
地域の周辺の広い範囲ではかつて� ブナ林の天然
林が伐採されスギなどの人工林に移行した� 白神
山地全体を保全�管理していく際には� こうした
周辺地域を含めて考える必要がある�
将来的に保全方針を実施していく際には� 多方
面からのアプロ�チを持った情報が必要になる�
現存植生に関する情報は不可欠となる� また� こ
の植生と関係ある� 標高� 地形� 地質� 積雪量な
どの立地環境情報や林道�歩道などの情報も� こ
の地域の保全方針を実施していくうえで重要な情

報である�
さらに� 森林保全を実施していく上で森林の現
状だけではなく� 過去から現在に至るまでの変化
を把握する必要性がある� たとえば� どの地域で
いつブナ林が伐採され� スギが植栽されてきたの
か� 植栽された針葉樹の生育� または広葉樹に遷
移していったかの情報なども重要になる�
森林が山奥にあるため� 山から海へと河川を経
由して連動する生態系の変化を調査していく必要

がある� 将来において予想見込み以下の造林地
は� 本来の天然的な林相に効率的に誘導していく
ための技術開発の必要がある� 白神山地には� ス
ギの生長にとってあまり良くない広葉樹が混在し

ている人工林と隣接するブナ天然林の地域があ

り� 現地調査の必要性がある�
今後� 白神山地周辺の地図情報システムと人工
衛星デ�タと現地調査の 3つのアプロ�チから
の分析を実施し� この結果から白神山地を保全し
ていくための画像分析を中心とした中長期的数値

分析が必要不可欠となる�
�秋田大学教育文化学部助教授�
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